




































































事情・はうかどうことができる。このように落活い た自己反省の気運L 一方でのう わず
勺た気持や荒んだ生活を送っていたケラーを，そのより深い場において係ぶったのは，
( 3) Autobiographische Skizze von 1847_ 
(4) 1847年8月5日日記。
(5) David Friedrich Strauss : "Das Leben J esu"の著者で，ツューリヒ大学に
神学の教授として招かれたが，そのためかれを支持する革新派と反対する保守
派の聞に争が起きる (1839)_
< 6) 1845年 9月16日 RudolfLeemannあて。
< 7) Autobiographisches 1876_ 
22 
マリー・ メーロスとノレイーゼ ・リーターとの答、愛事件であった。
地につかない， ~想に支えられた自尊心 と ， その裏面ともい うべき自己卑下との心理
的矛盾動揺に悩みながら，ケラーは自分の進むべき道をまさぐる。結局この恋愛は二っと
も突を結ばずに終ったが，とくにノレイ ーゼ体験はかれに深刻な打撃を与えた。しかしそれ


























なければならない事柄が進行しつ >.J11) あったとき， ケラ ーの限は単にスイスという
限られた範凶でなくヨ ーロッパ全体に向っていた。まだ太陽は輝いているもの>.，冷た
(8) 1847年 10月21日 Orelli夫人あて。
(9) 1850年 9月16日 H.Hetncrあて。
(10) 1847年 9月15日 Traumbuch.

































事柄では人が変って帰ることでしょう J，また 「わたしはサウロからパウ ロになりまし
(12) 1848年5月2日 Traumbuch
(13) 1847年 2月5日 FerdinandFreiligrath. 
(14) r緑のハインリヒ」 初版本の序。










フォイエノレノミハによれば，Ideeよりも dasWirklicheが， Bewussts ~ in よ りも
Seinが先行する。 Vernmftは感覚を前提としてはじめて成り立つ。それ故，個々の






















(17) Augusl Adolf Ludwig Follenと Arn:>ldRugeの論争。Ruge が "Zwei
Jahre in Paris"のなかで神と不死の信仰を噸笑したことから起き， Keller 
は Follenの側に立つ。 E.Ermatinger 上掲苔，S. 148 f. 


































(22) 1851年 3月27日 W.Baum郡 rnerあて。
(23) 1849年2月8日 E.Dりssekelあて。
(24) 1849年 Pfingsten同上あて。
1(25) 1819年2月8日 向上，2月19日 JohannSalomon Hegiあて。3月 10日
W. Baumgartnerあて。






























ラウソシュグァイクの~態フィーヴェークと出版交渉をはじめていた。 50年 2 月原稿の
一部を送ったのに対し，Expo誌 を要求され，5月3日にそれを送っている。これを転機
として，この小説は大規模なものとなり，はじめ 25-30ポーゲンに予定されていた
引 nmassiger Bandが， 結局は四巻107ポーゲソにふえることになる。
この本のモラーノレは，自分一身と家庭との聞にパランスをとるととができないもの
は，国家生活においても有力な名誉ある地位を占めるま受精がないという点である。材料
(27) 1849年7月23日 JohannJakob Sulzerあて。





































(23) 1850年9月 16日 H.Hettner， 9月22日 F.Freiligrathあて。
'28 
「線のハイ ソリ ヒ」が急:速に土色大し， またなかなか進捗しなか った のは，はじめの
































(30)， (31) 1851年 3月4日 H.Hettnerあて。






























行して Bildungswirrenをしたのに，それを死で股うのは，"In der Beschrankung 







(36) 1854年2月19日，b月11日 H.Hettnerより Kellerあて。
(37) 1854年 1月5日， 55年 6月25日 H.Hettnerあて。
'30 

























diese letzte verspatete J ugendstlldie39)と自覚していたケラ ーは，このよ うな場に立
ってこの小説を再び形成の土甘柄に投ずるのである。
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